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●10月1 4日　　経営エキスパート研修（実地研修編）（Web）
	 ～ 1 5日
● 1 0月2 0日　　経営エキスパート研修（マネジメント編）（Web）
	 ～ 2 1日
● 1 0月2 3日　　第２回看護部長会議（Web）
●10月2 7日　　認定看護管理者教育課程サードレベル研修（後期・Web）
	 ～ 1 1月1 8日
● 1 1月 ２ 日　　経理実務者研修（Web）
	 	～６日
●1 1月 ９ 日　　メンタルヘルス研修（Web）

●11月1 8日　　訪問看護ステーション管理者会議（Web）
●11月2 4日　　認定看護管理者教育課程セカンドレベル研修（後期・Web）
	 ～ 1 2月1 8日
● 1 1月2 5日　　情報セキュリティ・個人情報保護研修（Web）
●11月2 6日　　院長会議（Web）
●12月 ７ 日　　感染管理担当者研修（Web）
●12月 ９ 日　　診療報酬実務者会議（Web）
●12月1 0日　　健康管理部門事務担当者会議（Web）
●12月2 3日　　経営エキスパート研修（実地研修編）（Web）

令和２年 11 月 13 日、当機構の尾身理事長が、新型コロナウイルス感染症対策分科会会長として、当時の
新型コロナウイルス感染症の状況と対策について、赤坂御所にて天皇、皇后両陛下にご進講されました。ご
進講は令和２年４月以来、２度目となります。JCHO ニュース 2020 年夏号（Vol.26）にてその様子をご紹介
しておりますので、ぜひご覧ください。

冬の感染者をどの程度抑えていけるか、また、感染防止対策をいま一度徹底する必要があることなどを
説明したところ、両陛下は熱心に耳を傾けられ、尾身理事長に様々な質問をされ、「今が非常に重要ですね」
と述べられていたとのことです。

～新型コロナウイルス感染症についてのご進講～

事務職員新人研修を開催しました

令和２年９月２８日から９月３０日までの３日間、
JCHO本部において事務職員新人研修を開催しました。
当初の予定では、４月に開催することとしておりま

したが、新型コロナウイルス感染症による影響を考慮
し、研修期間を短縮したうえで９月に開催しました。
研修内容の一部を紹介させていただくと、星ヶ丘医

療センターの玉栄事務部長から病院運営における事務
職員の役割について講演いただき、受講者は事務職員
としての心構えを学ぶことができました。また、お昼
休みは席の近い他の病院の同輩と楽しく話をしながら、
お昼ご飯を食べている様子もみられ、同期の親睦を深
めることもできました。研修の最終日には、尾身理事
長と受講者の皆さんとで集合写真を撮影しました。マ
スクを着用しての撮影は、将来、「こんな時もあった」
と思い出になるものになったのではないでしょうか。
今回の研修では、集合することが難しい中、同期職

員との横の繋がりを築けたことは、新人職員にとって

とても良い機会になったと思います。また、研修を通
してＪＣＨＯ職員としての自覚を持ち、学んだことを一
つでも病院で役立てていただければと思います。
最後に研修の開催にあたり、ご協力いただきました

講師の皆さまや受講者を送り出してくれた職場の方々
に感謝申し上げます。

JCHO 本部   総務部　人事課　人事専門職　北川 博康

マスクを着用しての集合写真

NEWS
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　JRA日本中央競馬会様からのご寄附について

JRA日本中央競馬会様より、新型コロナウイルス感染症への

対策に有効に活用してほしいという思いと共に、多額のご寄附

をいただきました。

ご寄附にあたり東京都港区にある JRA日本中央競馬会本部に

て目録の贈呈式があり、当機構の尾身理事長が出席、当機構か

らは感謝状を贈らせていただきました。

今回いただきましたご寄附については、各病院での新型コロ

ナウイルス感染症への対応や医療の現場での安定した活動を継

続するために活用させていただきます。

この度のご支援に、深く感謝申し上げます。 JRA日本中央競馬会　後藤理事長とJCHO　尾身理事長
（感染症予防のため、マスクを装着しての撮影とさせていただきました。）

JCHO 久留米総合病院　総務企画課（広報委員）　永淵 万理

2020 年９月１日（火）、ユ
ニフォームが 180 枚届きまし
た。これは、新型コロナウイ
ルス感染症と懸命に闘ってい
る福岡県の医療従事者に『鷹

の祭典 2020 THANKS HEROES』というテーマで贈
られた専用ユニフォーム（レプリカ）です。県内の医
療機関に、感謝と敬意を込めて 17 万枚が寄贈されま
した。医療従事者へ感謝のブルー、感染防止を行い明
るく前向きに進もうというイエローの２つの意味が込
められています。SB 選手の皆さんも着用し、本拠地
福岡のホームグラウンドスタジアムなどで試合を戦い
抜き、なんと 10 月 27 日にリーグ優勝しました。おめ
でとうございます！

当院では、感染管理対策チームの志気を高めるため
着用してカンファランスやラウンドを行い、病院職員
の子ども０～３歳児を預かる保育所「キッズルーム
SunSun」では、子どもたちが病院で働く家族と仲間
へ向けユニフォームを着て「頑張って！」とエールを
贈りました。これからも SB 選手の皆さんは試合で相
手チームに負けないように、私たち医療従事者は新型
コロナウイルスに負けないように、ワンチーム意識を
持って全力で闘います！

全世界で新型コロナウイルス感染症の累計感染者数
が 4353 万人を突破し（10/28 現在）、今もなお感染が
拡大しています。皆様、引き続き密閉・密集・密接の
３密回避やマスク着用、手洗いなど感染症対策へのご
協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

THANKS HEROES
～福岡ソフトバンクホークス(SB)からのエール～

感染管理対策チーム　THANKS HEROES 病院職員の子ども達からもエール！(写真提供：SunSunの先生より)
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中京病院は単独型で中京病院は単独型で
特定行為研修指定研修機関に指定されました特定行為研修指定研修機関に指定されました
～クリティカル領域で幅広く地域に貢献します～～クリティカル領域で幅広く地域に貢献します～

特集①

JCHO中京病院　看護部長　田中 小百合
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も
、
必
要
な

行
為
ご
と
で
決
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
区
分
修
了
に
な
ら

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
区
分
ご
と
に
修
了
で

き
る
よ
う
、
慎
重
に
案
を
練

り
、
そ
の
結
果
、
麻
酔
管
理

コ
ー
ス
、
呼
吸
管
理
コ
ー
ス
、

術
後
管
理
コ
ー
ス
、
循
環
薬

剤
管
理
コ
ー
ス
の
４
コ
ー
ス

を
設
定
し
ま
し
た
（
図
１
）。

共
通
科
目
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
本

部
同
様
に
放
送
大
学
に
協
力

施
設
の
依
頼
を
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
８
月
の
厚
生

労
働
省
医
道
審
議
会
で
の
受

審
準
備
で
は
、
東
海
北
陸
厚

生
局
健
康
福
祉
部
の
方
の
現

地
調
査
と
し
て
、
当
院
へ
の

訪
問
日
が
３
月
17
日
に
決
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
先
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
２
転
３
転

し
、
結
局
、
訪
問
審
査
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
代
わ
り
12
回
の
書
類
審
査
と

20
回
以
上
に
及
ぶ
電
話
確
認
を
重
ね
、
申

請
書
類
は
よ
う
や
く
６
月
に
整
い
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
特
定
行
為
研
修
に
携
わ
っ

て
い
た
方
々
の
全
面
協
力
と
、
院
内
の

看
護
師
・
医
師
の
熱
い
期
待
を
受
け
て
、

2
0
2
0
年
８
月
25
日
の
厚
生
労
働
省

医
道
審
議
会
に
お
い
て
、
当
院
は
、
特
定

行
為
研
修
指
定
研
修
機
関
の
指
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
特
定

行
為
研
修
と
中
京
病
院
特
定
行
為
研
修
の

両
方
を
合
わ
せ
て
、
18
区
分
30
特
定
行
為

を
研
修
で
き
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
（
図

２
）。

　

そ
し
て
、
2
0
2
0
年
10
月
、
中
京

病
院
特
定
行
為
研
修
第
１
期
生
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
定
員
は
10
名
で
す
が
、
今

回
の
登
録
者
は
７
名
で
す
。
一
部
署
か
ら

の
希
望
者
が
多
す
ぎ
た
た
め
調
整
し
、
第

２
期
生
と
し
て
待
機
し
て
い
る
状
況
で

す
。
す
で
に
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
特
定
行
為
研
修
修

了
者
で
あ
る
看
護
師
が
指
導
者
と

な
り
、
支
援
体
制
も
整
い
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、
２
つ
の
特
定
行
為
研
修

を
運
営
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
人

的
物
的
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
特
定
行
為
研
修

セ
ン
タ
ー
（
仮
）
等
の
部
門
を
立

ち
上
げ
、
学
習
環
境
と
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ

り
、
幅
広
い
地
域
貢
献
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
多

く
の
方
々
の
協
力
と
支
援
を
受
け

な
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

中京病院  特定行為研修４コースの概要

麻酔管理コース

手術室
ICU

救命センター

外科病棟

呼吸管理コース
呼吸器（気道確保に係る

もの）関連

呼吸器（人工呼吸療法
に係るもの）関連

栄養及び水分管理に係る
薬剤投与関連

動脈血液ガス分析関連

術後疼痛管理関連

胸腔ドレーン管理関連

腹腔ドレーン管理関連

創部ドレーン管理関連

栄養に係るカテーテル関連
（中心静脈カテーテル管理）

循環動態に係る薬剤投与関連
循環薬剤管理コース 術後管理コース
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図 1

中京病院で受講可能な特定行為研修

術後管理コース

循環薬剤管理コース

呼吸管理コース

麻酔管理コース
糖尿病看護

創傷ケア

透析看護

感染看護

在宅ケア

21区分38行為中
18区分30行為の研修が可能となる

中京病院4コース
10区分 20特定行為

JCHO5領域
11区分 14特定行為

図 2



　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
で
は
全
57
病
院
が
、「
地
域

に
求
め
ら
れ
る
医
療
」
を
健
全
経
営
の

も
と
で
提
供
す
べ
く
日
夜
努
力
し
て
い

る
。
ま
た
、
特
に
地
方
に
お
い
て
少
子

高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
病
院
は
医
療
を
提
供
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
中

核
と
し
て
も
機
能
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
果
た
す
べ
く
、
本
部
と
各
病
院
、

病
院
間
で
連
携
を
取
り
つ
つ
、
機
動
的

な
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
い
わ
ゆ
るW

ith/A
fter

コ
ロ
ナ
の
新
常
態
が
社
会
全
体
で
模
索

さ
れ
て
い
る
中
、
人
々
と
病
院
と
の
関

わ
り
方
も
変
化
す
る
か
も
し
れ
ず
、
ま

た
人
工
知
能
革
命
と
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
注
）
の
大
き

な
流
れ
も
、
診
療
行
為
や
医
療
シ
ス
テ

ム
に
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
す
の
は
必
須

だ
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
変
化
の
中
、
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
で
の
協
力
の
も
と
、
各
病

院
の
経
営
の
質
向
上
が
一
層
求
め
ら
れ

る
。
自
立
経
営
を
担
保
す
る
た
め
の
収

益
を
確
保
し
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
、
設
備
や
建
物
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
地
域
連
携
へ
の
積
極
的
な
取
組
な

ど
に
資
金
を
回
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
日
々
の
緊
迫
し
た
医
療

現
場
で
は
つ
い
疎
か
に
な
り
が
ち
な
「
経

営
へ
の
意
識
」
を
全
職
員
が
共
有
し
、

そ
の
実
践
を
振
り
返
り
つ
つ
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

そ
の
根
幹
は
院
長
の
‘
経
営
者
’

と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、

そ
し
て
院
長
の
下
で
各
現
場
が
一
体
と

な
っ
て
連
携
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

の
両
者
を
実
現
す
る
た
め
の
カ
ギ
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
当
て
、
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
内
で
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
力
を
入
れ
て
い
る
３
病
院
の
ご
協
力

を
得
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
改
善

の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
熊
本

総
合
病
院
の
島
田
院
長
、
仙
台
病
院
の

村
上
院
長
、
群
馬
中
央
病
院
の
内
藤
院

長
か
ら
の
情
報
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
熊
本
総
合
病
院　
～
熱
い
思
い
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
全
員
経

営
を
実
現

　　

熊
本
総
合
病
院
は
４
０
０
床
の
病
床

を
有
し
、
八
代
市
の
中
心
部
に
所
在
し

市
役
所
や
商
店
街
も
近
く
、
市
民
や
利

用
者
に
と
っ
て
非
常
に
立
地
の
良
い
病

院
で
あ
り
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
か
つ
て
八
代

総
合
病
院
の
名
称
で
運
営
し
て
い
た
時

代
に
は
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
た

が
、
現
院
長
で
あ
る
島
田
院
長
が
着
任

し
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
様
々
な
取
組

を
進
め
た
。
着
任
時
の
講
演
で
は
、
職

員
に
対
し
病
院
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
再

生
の
た
め
の
分
か
り
や
す
い
所
信
を
表

明
し
、
熊
本
総
合
病
院
ら
し
い
理
念
を

作
成
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
た
、
全
職
員
と
面
談
を
行
い
、
そ
の

声
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
病
院
再

生
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
そ
の
他
に
も
院
内
に
お
け
る

取
組
例
は
、
毎
日
の
朝
礼
に
お
け
る
職 熊本総合病院での講演風景（右奥：島田院長）

　JCHO ニュース夏号（vol.26）で、尾身理事長と徳岡理事による JCHO のコミュニケーショ
ンにおける展望についての対談をご紹介しました。それを踏まえ、JCHO 版リーダーシップ・
コミュニケーションについての徳岡理事の考察をご紹介します。

特　別　企　画 院 長 に 聞 く  特 別 篇

病院経営の質を高める病院経営の質を高めるコミュニケーション戦略コミュニケーション戦略
～JCHO版リーダーシップ・コミュニケーションの構築を目指して～～ JCHO 版リーダーシップ・コミュニケーションの構築を目指して～

JCHO本部　広報・コミュニケーション担当理事　徳岡 晃一郎
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（注）デジタルトランスフォーメーション…デジタル技術において事業を抜本的に変革すること



員
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を
始

め
、
院
長
が
問
題
把
握
の
た
め
に
情
報

収
集
を
行
い
、
自
ら
解
決
に
向
け
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
良
く
動
か
れ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
院
外
で
は
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
の
理
念
を
体
現
す
べ
く
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
病
院

の
建
物
は
１
０
０
年
続
く
石
造
り
と

し
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に
行
政
や
地

域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ミ
ク
ロ
・
マ
ク

ロ
の
活
動
を
通
じ
て
い
わ
ゆ
る
「
全
員

経
営
（
全
職
員
が
病
院
全
体
を
自
発
的

に
俯
瞰
し
協
力
し
合
う
）」
を
実
現
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
原
動
力
で

あ
る
院
長
の
質
の
高
い
医
療
へ
向
け
て

の
大
変
強
い
思
い
と
、
そ
れ
を
共
有
し

よ
う
と
い
う
熱
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
仙
台
病
院　
～
徹
底
し
た
情
報
共
有

で
、
組
織
全
体
の
動
き
を
迅
速
化

　

仙
台
病
院
は
、
仙
台
市
中
心
部
に
お

い
て
腎
・
泌
尿
器
系
疾
患
の
診
療
拠
点

と
し
て
の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
歴

史
あ
る
病
院
・
地
域
の
身
近
な
医
療
機

関
と
し
て
存
在
感
を
示
し
て
き
た
。
し

か
し
仙
台
市
北
部
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開

発
が
進
み
医
療
の
空
白
地
域
が
生
ま
れ

た
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
、
新
た
な
発
展
を

目
指
し
た
仙
台
市
北
部
へ
の
新
築
移
転

を
令
和
３
年
５
月
に
控
え
て
い
る
。

　

仙
台
病
院
で
は
職
員
間
の
情
報
共
有

を
徹
底
す
る
た
め
、
院
長
、
事
務
部
長
、

看
護
部
長
が
毎
朝
の
三
者
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
院
内
の
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
に
幹
部
に
よ
る
経

営
戦
略
会
議
を
行
い
、
経
営
状
況
や
現

場
の
取
組
み
を
共
有
。
そ
の
内
容
は
翌

朝
10
分
間
の
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
全
職
員
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
数
字
な
ど
の
報
告
だ
け
で
な

く
、
職
員
の
活
動
を
称
賛
し
た
り
、「
今

週
の
こ
と
ば
」
を
共
有
す
る
場
と
し
て

も
活
用
し
て
い
る
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
資

料
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
職
員
も
確
認
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

他
に
も
電
子
カ
ル
テ
の
ロ
グ
イ
ン

画
面
に
お
い
て
、
前
日
ま
で
の
診
療
科

ご
と
の
患
者
数
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
全
職
員
が
病
院
全
体
の
状
況
を
俯

瞰
的
に
見
る
意
識
を
持
つ
工
夫
を
行
っ

て
い
る
。

　

医
局
に
も
こ
う
し
た
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
医
師
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
ポ
ス
タ
ー
に
し

て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
り
、
英
語
論

文
作
成
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
医

師
を
巻
き
込
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
新
の
情
報
を
即
時

に
職
員
全
体
で
共
有
で
き
る
仕
掛
け
が

整
え
ら
れ
て
お
り
、
職
員
全
員
が
院
長

と
同
じ
全
体
的
な
視
点
を
持
ち
、
自
分

な
り
に
考
え
行
動
で
き
る
こ
と
が
仙
台

病
院
の
強
み
で
あ
ろ
う
。

　
群
馬
中
央
病
院　
～
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
融
合
を
生

み
出
す

　

群
馬
県
前
橋
市
に
あ
る
群
馬
中
央
病

院
は
許
可
病
床
３
３
３
床
を
有
し
、
地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
筆
す
べ

き
点
は
、
院
長
の
チ
ー
ム
作
り
へ
の
思

い
と
職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す
細
や

か
な
仕
掛
け
づ
く
り
に
あ
る
。

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
同
病
院
も
相

当
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
こ
で
院

長
は
全
職
員
に
病
院
の
置
か
れ
て
い
る

厳
し
い
状
況
を
吐
露
し
、
率
直
に
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
職
員
間
で
の

経
営
陣
へ
の
共
感
が
生
ま
れ
、
多
く
の

職
員
が
管
理
者
と
同
じ
目
線
で
の
業
務

改
善
を
提
案
し
、
早
期
の
業
績
回
復
に

繋
が
っ
た
と
い
う
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
う
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン

が
起
き
る
風
土
は
一
朝
一
夕
に
作
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
以
前
よ
り
院
長
の

標
榜
す
る
チ
ー
ム
医
療
の
様
々
な
取
組

み
や
、
業
務
改
善
に
対
す
る
表
彰
制
度

の
活
用
、
病
院
一
丸
と
な
っ
た
ダ
ン
ス

動
画
の
作
成
な
ど
、
病
院
一
体
の
チ
ー

ム
作
り
が
非
常
に
盛
ん
だ
か
ら
こ
そ
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
病
院
の
窮
状
を
案

じ
、
改
善
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
そ
れ
を
行
動
に
移
す
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
院
内
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
院

長
の
定
期
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
前
述
の
業

績
悪
化
の
際
の
情
報
共
有
な
ど
院
長
と

し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
一
方
で
、
優
れ
た
節
約
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
た
職
員
に
対
し
、
コ
ス
ト
改

善
チ
ー
ム
を
結
成
す
る
よ
う
促
し
た
。

仙台病院　村上院長とのディスカッション風景
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そ
の
チ
ー
ム
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
見
直
し
て
、
経
営
効
率
向
上
の
工
夫

を
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
が

院
内
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
展
開
さ
れ
る

よ
う
チ
ー
ム
を
院
長
直
轄
に
す
る
こ
と

で
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る

点
が
群
馬
中
央
病
院
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
最
大
の
特
長
で
あ
る
よ
う
だ
。

３
つ
の
Ｃ
を
実
現
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

　

こ
こ
で
改
め
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
い
い
組
織
、
強
い
組
織
と

は
ど
う
い
う
組
織
な
の
だ
ろ
う
か
。
経

営
学
的
に
は
３
つ
の
要
素
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
はC

om
m

unity

（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
）、

C
ontrol

（
継
続
的
に
目
標
を
達
成
し
て

い
る
こ
と
）、 C

hange

（
変
化
や
革
新

が
で
き
る
こ
と
）。
平
た
い
言
葉
に
置
き

換
え
る
と
、C

om
m

unity

と
は
リ
ー

ダ
ー
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
ワ
ン
チ
ー
ム
に

な
っ
た
組
織
で
あ
り
、
皆
が
信
頼
し
あ

い
、
組
織
へ
の
愛
着
を
持
っ
て
い
る
状

態
だ
。C

ontrol
と
は
達
成
す
べ
き
目

標
に
向
か
っ
て
各
部
署
の
ベ
ク
ト
ル
が

合
い
、
連
携
し
な
が
ら
着
実
に
目
標
を

達
成
し
て
い
く
仕
組
み
が
き
ち
ん
と
機

能
し
て
い
る
状
態
。
そ
し
て
、C

hange

と
は
組
織
の
古
い
慣
習
や
し
が
ら
み
が

タ
イ
ム
リ
ー
に
見
直
し
改
善
さ
れ
る

仕
組
み
が
機
能
し
、
職
員
か
ら
ア
イ
デ

ア
が
出
て
時
代
や
環
境
に
合
わ
せ
て
変

化
・
進
化
し
続
け
て
い
る
状
態
だ
。

　　

院
長
を
は
じ
め
病
院
の
幹
部
は
こ

の
３
つ
の
Ｃ
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
い

い
・
強
い
組
織
を
作
っ
て
い
く
役
割
が

あ
る
。
ま
ず
ハ
ー
ド
面
で
は
、
情
報
共

有
の
シ
ス
テ
ム
や
人
事
評
価
制
度
・
処

遇
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

熊
本
総
合
病
院
で
は
独
自
ソ
フ
ト
を
開

発
し
て
病
床
の
稼
働
状
況
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
確
認
で
き
、
病
院
全
体
で
瞬
時

に
対
応
す
る
体
制
を
取
っ
て
お
り
、
そ

の
手
法
は
仙
台
病
院
と
群
馬
中
央
病
院

で
も
応
用
し
て
い
る
。
ま
た
仙
台
病
院

で
は
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
と
い

う
評
価
制
度
を
用
い
て
、
病
院
全
体
か

ら
全
部
門
に
至
る
ま
で
、
同
じ
視
点
（
財

務
、
顧
客
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
学
習
・

成
長
の
視
点
）
で
の
目
標
管
理
を
徹
底

し
て
い
る
。
こ
れ
は
民
間
企
業
で
も
使

わ
れ
る
有
効
な
ツ
ー
ル
だ
。

　　

一
方
、
ソ
フ
ト
面
で
重
要
な
の
が
、

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
だ
。
３
つ
の
Ｃ

に
対
応
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
、
３
病
院
で
挙
げ
ら
れ
た
事
例
を
交

え
て
解
説
し
て
み
た
い
。

１
．C

o
m
m
u
n
ity

　

➡　

ワ
ン
チ
ー
ム

作
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

病
院
に
集
う
職
員
み
な
が
愛
着
を
感

じ
、
経
営
に
参
画
し
一
緒
に
目
標
を
達

成
し
よ
う
、
協
力
し
あ
お
う
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
持
続
可

能
な
組
織
を
作
る
と
い
う
意
味
で
経
営

の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
次
の
３
つ
の
要
素
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
ア
） 

ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
・
・
・
ビ

ジ
ョ
ン
と
は
そ
の
病
院
で
働
く
近
未
来

の
ゴ
ー
ル
だ
。
個
々
の
仕
事
は
違
え
ど

も
共
通
の
目
標
へ
向
か
う
絆
と
プ
ラ
イ

ド
を
与
え
て
く
れ
、
辛
い
時
で
も
乗
り

越
え
る
支
え
に
な
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
ビ

ジ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
唱
え
、
皆
の
心
に

染
み
込
ま
せ
る
事
が
重
要
だ
。
５
年
後

程
度
を
目
標
に
、
地
域
に
お
け
る
位
置

づ
け
や
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
イ
） 

チ
ー
ム
作
り
・
・
・
病
院
は

多
職
種
組
織
の
典
型
例
で
あ
り
、
意
識

的
に
チ
ー
ム
作
り
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
を
設
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
セ
ー
ブ
せ
ざ

る
を
得
な
い
も
の
の
、
例
と
し
て
季
節

ご
と
の
盛
り
上
げ
イ
ベ
ン
ト
（
群
馬
中

央
病
院
で
は
職
場
単
位
で
全
員
が
「
恋

す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
の
ダ

ン
ス
を
踊
りY

ouT
ube

に
ア
ッ
プ
し

た
！
）、
オ
フ
サ
イ
ト
で
の
勉
強
会
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
唱
和
、
誕
生
日
会
、
運
動

会
な
ど
、
院
長
自
ら
も
参
加
し
て
、
組

織
の
壁
を
壊
す
工
夫
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

（
ウ
） 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
・
・
暗

い
組
織
で
は
人
と
人
と
は
つ
な
が
り
に

く
い
た
め
、
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
る
た
め

に
病
院
内
を
明
る
く
す
る
必
要
が
あ

群馬中央病院での講演の様子
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る
。
み
な
が
褒
め
合
い
、
協
力
し
合
う

こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
掻
き
立
て

ら
れ
、
そ
う
し
て
生
ま
れ
る
ノ
リ
の
よ

さ
が
ワ
ン
チ
ー
ム
の
証
だ
。
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
の
努
め
て
明
る
い
話
題
の
提
供

や
、
数
字
目
標
や
達
成
度
を
議
論
す
る

際
も
「
あ
と
よ
し
言
葉
（
最
後
は
明
る

く
締
め
く
く
る
）」
で
勇
気
づ
け
る
、
い

い
ね
カ
ー
ド
で
褒
め
あ
う
、
院
長
と
の

O
ne-on-one

で
の
対
話
な
ど
、
場
を
工

夫
し
用
意
し
て
い
く
。
熊
本
総
合
病
院

の
よ
う
な
堂
々
と
し
た
建
物
や
そ
れ
を

軸
に
し
た
「
ま
ち
な
か
病
院
モ
デ
ル
」

の
発
信
も
、
士
気
を
高
め
る
効
果
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。

２
．C

o
n
tro

l　

➡　

目
標
必
達
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

ワ
ン
チ
ー
ム
で
ま
ず
す
べ
き
な
の
は

組
織
の
目
標
の
必
達
だ
。
そ
の
た
め
に

は
次
の
３
つ
の
要
素
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
ア
） 

情
報
共
有
・
・
・
３
病
院
と
も

経
営
情
報
に
関
し
て
徹
底
し
た
情
報
共

有
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
院

長
Ｗ
ｅ
ｂ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
毎
日
の
朝
礼
、

週
一
回
の
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
３
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
経
営
戦
略

会
議
、
医
局
会
、
各
職
場
へ
の
連
絡
会
、

院
長
と
の
随
時
の
個
別
面
談
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
の
デ
ー
タ
共
有
な
ど
。
こ
う

し
た
メ
ッ
シ
ュ
の
細
か
い
情
報
共
有
の

し
く
み
自
体
が
、
院
長
の
熱
意
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
。

（
イ
） 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
・
・
・
経
営
の
本
来

の
目
的
は
持
続
的
に
成
果
を
上
げ
て
い
く

こ
と
な
の
で
、「
経
営
と
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を

回
す
こ
と
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
し
か
し
実
際
はPlan

ば
か
り
（
計

画
倒
れ
）
やD

o

ば
か
り
（
や
り
っ
ぱ
な

し
）
の
組
織
が
多
い
。
先
述
し
た
バ
ラ

ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
が
回
る
仕
組
み
を
導
入
す
れ
ば
、
病

院
全
体
で
目
標
達
成
の
進
捗
管
理
の
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
起
こ
せ
る
だ
ろ
う
。

（
ウ
） 
地
域
・
大
学
と
の
連
携
・
・
・

自
病
院
が
地
域
で
期
待
さ
れ
る
役
割
や

関
連
す
る
組
織
と
の
関
係
性
を
明
確
に

し
、
密
に
連
携
す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド

力
は
向
上
す
る
。
ブ
ラ
ン
ド
力
が
高
ま

れ
ば
、
ま
ず
初
め
に
声
が
か
か
る
よ
う

に
な
る
。
院
長
に
よ
る
大
学
へ
の
頻
繁

な
訪
問
や
、
地
域
連
携
室
、
地
域
包
括

ケ
ア
チ
ー
ム
、
地
域
連
携
の
集
い
な
ど

の
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
な
ど
、

自
病
院
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
協
力
姿
勢
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

A-① A-② A-③ B-① B-② B-③ C-① C-② C-③
ビジョンを
掲げる

チームづくり モチベーショ
ン

情報共有 地域・大学
との連携

成長のしか
け

アイデアの
しかけ

チャレンジ
の風土

・ 院長の明確なビジョン 〇 〇 〇

・

院内のコミュニケーションのメッシュを細かくする（報連相、アイデア、横連携、病院の現状・課題共有、
日々の数字共有と目標執着、院長と触れる場、院内webでの定期的メッセージ発信、リアルタイムでの
データ共有、3役ミーティング、モーニングミーティング、経営戦略会議、院長室のドア開放、院長とのOne-
on-oneミーティング)

〇 〇 〇 〇 〇 〇

・ 明るい風土、イイねカード（※注）、仲の良いチーム作り 〇 〇 〇
・ 盛り上げイベント、皆で喜ぶ、忘年会、交流会のようなイベント 〇 〇 〇
・ ポジティブな会議運営、達成や努力の顕彰、賞与 〇 〇 〇
・ ポスターやスローガン、病院内の５Sや美化、張り紙禁止など目に見える工夫 〇 〇 〇
・ YouTubeに職員で挑戦し、職場の一体感の醸成 〇 〇

・ 院長の方針徹底と目標達成へのこだわり（方向、目標、管理、モチベート、厳しさと暖かさ、フォロー） 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・ 看護部長、事務部長のアイデア、仕切り、数字、管理 〇 〇 〇
・ 病院全体と各部での目標管理（バランス・スコアカード、PDCA) 〇 〇 〇 〇
・ リーダーが経営状況を率直に共有することで、全員が経営者と同じ視点を持ち考え行動する 〇 〇 〇

・ 交流会や職員全員を対象とした活動に参加していない部署への目配り（何か課題があるのであればフォ
ローする） 〇 〇 〇

・ 地域連携、助け合い、病院ブランディング、特徴の浸透、医師のブランディング、市民公開講座 〇 〇
・ 大学医局への頻繁な訪問による病院のメッセージ発信 〇
・ 会議体の充実（経営会議、幹部会、週礼、朝礼) 〇 〇
・ 定期的情報発信（機関紙による意識改革) 〇 〇 〇
・ SNS（Facebook）の活用による病院情報の発信 〇 〇 〇 〇

・ 自発的チーム活動、改善チームの結成（Economic Improvement Team＠群馬）を組織として
フォローアップ 〇 〇 〇 〇 〇

・ 全員でアイデア創出 〇 〇 〇 〇
・ 表彰制度（改善事例発表、院内研究発表、JCHO本部主催の表彰制度への応募） 〇 〇 〇 〇 〇
・ 院長による勉強・論文作成の働きかけ、英語論文支援、学会発表、JCHO学会での改善発表 〇 〇 〇
・ 働き方改革 〇 〇 〇
・ 他病院とのベストプラクティス共有（相互の情報交換、訪問) 〇 〇 〇 〇
・ 民間企業や海外との交流 〇 〇 〇

A　ワンチームを作る B  目標を必達する C  進化を続ける
分類

3病院での主な取組みの具体例
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※イイねカード…患者さんの対応や態度など、きらりと光るスタッフを見つけたら、その思いをメッセージに残して伝えるもの



３
．C

h
a
n
g
e

　

➡　

進
化
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

組
織
に
は
自
然
に
垢
が
た
ま
る
し
、
周

囲
の
環
境
は
ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
の
で
、

持
続
可
能
な
組
織
に
す
る
た
め
に
は
常
に

新
陳
代
謝
を
起
こ
し
、
進
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
以

下
の
３
つ
の
要
素
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
ア
） 

成
長
の
支
援
・
・
・
職
員
の
成

長
を
促
す
た
め
に
は
、
認
定
資
格
取
得

促
進
、
学
会
発
表
、
論
文
投
稿
促
進
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
学
会
で
の
業
務
改
善
発
表
へ

の
参
加
、
院
内
研
究
発
表
会
、
英
語
論

文
作
成
支
援
な
ど
の
し
か
け
を
用
意
し

て
、
そ
れ
を
Ｐ
Ｒ
し
積
極
的
に
参
加
を

勧
め
る
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
欠
か
せ
な
い
。

（
イ
） 

ア
イ
デ
ア
の
し
か
け
・
・
・

「P
ow

er com
es from

 w
ithin.

」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
組
織
の
中
か

ら
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
出
る
状
態
を

作
る
事
は
極
め
て
重
要
だ
。
業
務
を
こ

な
す
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
改
善
す

る
姿
勢
を
植
え
付
け
る
こ
と
、
誰
も
が

ア
イ
デ
ア
や
改
善
方
法
を
楽
し
ん
で
考

え
る
こ
と
、
過
去
の
慣
習
や
し
が
ら
み

に
つ
い
て
気
軽
に
指
摘
で
き
る
こ
と
（
こ

れ
は
リ
ス
ク
予
防
に
も
な
る
）
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
発
信
し
な
い
と
、
組
織
は
慣
習

に
従
う
だ
け
の
装
置
に
な
っ
て
い
く
。

改
善
チ
ー
ム
の
組
成
、
改
善
事
例
発
表

会
、
民
間
企
業
や
海
外
組
織
な
ど
外
部

と
の
交
流
会
な
ど
で
常
に
刺
激
を
与
え

て
い
き
た
い
。

（
ウ
） 

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
風
土
・
・
・
常

に
挑
戦
す
る
気
風
が
満
ち
て
い
る
組
織

は
、
失
敗
か
ら
学
ん
で
進
化
す
る
。
そ
う

し
た
風
土
づ
く
り
は
、
院
長
や
幹
部
が
自

ら
高
い
目
標
を
掲
げ
た
り
、
職
員
が
挑
戦

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
し
た
り
、
失
敗
し

て
も
咎
め
ず
励
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
毎
年

の
目
標
設
定
に
お
い
て
、
少
し
背
伸
び
し

た
目
標
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ゴ
ー
ル
）
を
設
定

し
、
そ
の
進
捗
を
フ
ォ
ロ
ー
し
個
別
ア

ド
バ
イ
ス
（O

ne-on-one

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
）
を
し
て
、
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
も

挑
戦
へ
の
心
理
的
安
全
性
を
高
め
る
う
え

で
重
要
だ
。

　

以
上
、
よ
り
い
い
・
強
い
病
院
づ
く

り
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
点
を
述
べ
た
が
、

前
項
の
表
に
ま
と
め
て
お
い
た
の
で
各

病
院
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改

善
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
３
病
院
の
院
長
は

じ
め
、
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ま
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

特　別　企　画 院 長 に 聞 く  特 別 篇

今回の受賞は熊本県
で初の認知症看護認定
看護師として、自施設
のみでなく地域への認
知症看護の講義などを
通して啓蒙活動を行っ
てきたことに対する表
彰とのことでした。

私は 2011 年に認知
症看護認定看護師を取得し９年目になります。活動開
始当初は認知症について医療スタッフからも理解され
ず苦悩し涙したこともあります。そのような中でも患
者さんからの笑顔や理解して後押ししてくれるスタッ
フに支えられて、ともに歩いてきました。決して平坦
な道のりではありませんでしたが、認知症患者さんへ
のスタッフの対応の変化や穏やかに過ごされる患者さ
んに接すると、これまで頑張ってきて本当に良かった
と達成感を得ることができます。

診療報酬加算の要件も変更され認知症看護認定看護

師の必要性が周知されるようになりました。当院で
は 2011 年 11 月より認知症ケアチームを立ち上げ活動
を開始し、2016 年９月からは認知症ケア加算１を取
得し、算定患者数は、2016 年は 1296 件、2017 年は
1392 件、2018 年は 1458 件と年々増加の傾向にありま
す。また、2016 年度からは熊本県の認知症対策推進
事業である病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向
上研修に参加させていただいています。熊本県は認知
症サポーター養成率が日本一を誇っています。この認
知症対応力向上研修も熊本県独自の仕組みとなってお
り、年々研修終了施設も増加しています。このような
恵まれた環境の中で活動をさせていただいたことが今
回の受賞につながったのだと感謝しています。

今回の受賞は私を支えていただいたすべての皆様、
特にこれまで関わらせていただいた認知症患者さまの
おかげだと思っています。本当にありがとうございま
した。今後も多くの困難が訪れる事もあると思います
が、地域との連携を行い、スタッフと共に力を合わせ
て更なる認知症ケアの質の向上に努めてまいります。

TOPICS 2020年度優良看護職員熊本県知事賞受賞によせて

JCHO 人吉医療センター　副看護師長　山口 幸恵

T OPICS

筆者：左
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ＪＣＨＯは、独立行政法人として、中期計画（5 年間）に基づき作成した年度計画の達成状況について毎年、
厚生労働大臣から評価を受けることとなっています。

先般、第２期中期計画における初年度（令和元年度）の業務実績に対する厚生労働大臣の評価を受け、
次のとおりの結果となりました。

法人全体の評価

　定量的指標により目標設定されているものについては、概ね目標を達成するとともに、以下の点
は高く評価できる。
❶ 新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態に対処するため、厚生労働省や自治体からの要請を受

け、感染症患者を受け入れるための病床を確保し、感染症患者を受け入れたほか、横浜港に停泊
していたクルーズ船や羽田空港検疫所に医療従事者を派遣し、ＰＣＲ検査の検体採取や検疫業務
に従事するなど、我が国における有事への対応に貢献した。 

❷ 介護老人保健施設等が病院に併設している地域医療機構の特色を最大限に活かし、医療ニーズの
高い者を積極的に受け入れるとともに、全国平均を大幅に上回る在宅復帰率を達成した。

❸ 医師の勤務環境の改善については国の喫緊の課題である中で、医師の働き方改革におけるタスク・
シフティングに資する看護師の特定行為研修制度を積極的に推進し、国の政策に貢献した。

❹ 公的医療機関の経営が非常に厳しい状況の中で、政府からの運営費交付金を受けることなく、法人
全体として経常収支率 100% 以上という容易には達成できない目標を達成した。 また、特に重大な
業務運営上の課題は検出されておらず、全体として順調な組織運営が行われていると評価する。

令和元年度業務実績評価にあたって

～尾身理事長からのメッセージ～

　令和元年度業務実績評価においては、JCHO 発足後初めて、総合評定が「Ａ評価」となりました。
　評価にあたり特にアピールしたのは上に紹介した４点であり、これらが高い評価を受けたわけ
ですが、それ以外にも、救急搬送応需率が前年度比 0.6 ポイント増加したことや、地域包括ケア病
棟の在宅復帰率が中期目標を上回る達成率 101.1％であったこと。さらには地域包括ケア病棟を新
たに３病院が導入したこと、紹介率・逆紹介率の増加、全 57 病院で地域協議会を開催し研修会や
講座を開催したなど、安心して暮らせる地域づくりに積極的に取
り組んだことが大変評価されました。ひとえに職員の皆様の日々
の努力があったからこそ取得できたＡ評価です。この場をお借り
して厚く御礼申し上げます。
　今般のコロナ禍で日々の業務に大変ご苦労されていることと思
いますが、一丸となってこの困難を乗り越え、さらに地域に信頼
される JCHO を目指しましょう。

独立行政法人地域医療機能推進機構理事長
　尾身　茂

総合評定 Ａ 全体として中期計画における所期の目標を上回る成果が得られていると認められる

評定に
至った
理由

　項目別評定は８項目中、Ａが４項目、Ｂが４項目であり、重要度「高」を付している項目は、
Ａが２項目である。また、全体の評定を引き下げる事象もなかったため、厚生労働省独立行政
法人評価実施要領に定める総合評定の評価基準に基づき算定した結果、Ａとした。

TOPICS 令和元年度業務実績評価報告T OPICS
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令和２年７月の豪雨に見舞われて

令和２年７月豪雨への対応について令和２年７月豪雨への対応について特集②

JCHO人吉医療センター　医事課　外来係長　平山 文睦
　令和２年７月４日（土）、その日は深夜から経
験したことがない線状降水帯による大雨が降り続
いていました。そして早朝人吉市に避難指示・避
難勧告が発令され５時過ぎには球磨川の水が堤防
を越え市街に流れ込みました。当院も７時過ぎか
ら勤務者や自主参集者で１階の出入口に防水板を
８枚設置し、１階フロアの救急センター、予防医
療センターの医療機器等を２階へ移動し、放射線
機器に対しては止水対策を行いましたが、８時過
ぎに救急センターと玄関から水が入りました。
　10 時に災害対策本部を設置し、 職員、 施設の
被害状況を確認した後、日頃の訓練どおりエリア
展開のため医師や看護師等の職員を配置し患者受
入の準備に努めました。その後、水害で負傷した
方、低体温の方、他院で治療が困難となった方々
が受診のため次々と来院してきましたが、準備の
甲斐もあり、無事治療することができました。
　被災後すぐに近隣の JCHO 病院、近隣の病院、
DMAT からの応援があり、救急外来・病棟業務・
その他業務の手助けをして頂きました。
　今回の水害によるライフラインの状況について
は、飲料水としての上水道が２日間使用できず、
固定電話回線（FAX 含む）とインターネット回
線の復旧に３日、携帯１社は復旧に２週間かかり
ました。そのため職員への安否確認や緊急の呼び
出し等がスムーズに行えず、入退院調整にもかな
りの影響が出てしまいました。郵便物については

３週間以上経過してやっと届きはじめました。
　高速道路も数日通行止めとなり、人吉と八代間
の国道は現在も復旧作業中で、鉄道に関しては未
だ復旧の目途が立ってない状況です。
　 施 設 内 の 被 害 状 況 に つ い て は、 エ ス カ レ ー
ター・エレベーターが浸水により故障し、放射線
関係の医療機器も一部浸水しましたが点検後作動
可能となりました。
　氾濫から数時間後には水が引き始めましたの
で、浸水した院内１階フロアの除水、正面玄関前
の泥除去作業を２日間で済ませ７月６日（月）か
ら通常診療を行うことができました。
　その後もボランティアの方々、各施設、団体か
らの応援や支援物資等もいただき、職員一同、心
より感謝しております。
　今回、水位 70㎝程の水が建物に押し寄せてき
ましたが、防水板を設置したことにより院内への
浸水を 10㎝程度の被害に抑えることができまし
た。早期の防水板設置が非常に有効であったと思
われます。あと数センチ高い浸水であれば、放射
線機器等が故障し、その後の診療は困難であった
と思われます。
　今回、想定外の水害を体験し洪水予報等の情報
収集、使用する資器材の準備、職員連絡方法等の
事前確認を今回よりもっと早い段階で体制を整え
ることが、被害を最小限に抑えるために必要だと
痛感しました。

正面玄関 防水板設置 正面玄関 2

放射線科
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DMAT活動を通して

熊本豪雨災害における当院DMAT活動報告

JCHO天草中央総合病院　保健師　小松 裕

JCHO九州病院　総合診療部　診療部長　酒井 賢一郎

　７月４日の熊本県南部豪雨により、熊本県医療
政策課及び厚生労働省 DMAT 事務局から「本部活
動、病院支援、搬送等」を目的として出動要請が
ありました。
　出発直前まで、医療支援、点滴等の薬剤を準備し、
参集場所までの道中、どんな場所へ行くのか、拠
点病院での医療活動、自衛隊、消防、警察との連携、
テレビで見るようなトリアージ風景、緊迫した現場
のやりとり等、様々なことを想像していました。
　人吉球磨医療圏保健医療調整本部（人吉医療セ
ンター内）に到着してみると、要請されたのはサー
ベイランス活動でした。人吉市内では広い地域で
固定電話が不通となっており、医療機関や介護施
設の被災状況を把握するには、直接訪問して情報
収集する必要があったのです。市内８カ所の介護

施設やクリニック等を直接訪問して話を聞きまし
た。あるクリニックでは、被災した職員が多く、事
務員１人、医師１人で診療を継続されていました。
医師が自分で診療室のドアをあけ、患者を呼び込
み、問診、診察、説明を行っているという状況でした。
　訪問を行う中で、医療支援、施設の掃除等、何
かしたいと思いましたが、時間も限られており情報
収集のみとなりました。事前に確認していた病院
支援や搬送等とは全く違う活動となりましたが、災
害時には、本部、統括、指示系統に従い業務を行
うという仕組みを学びました。今後当院での訓練に
おいても、この学びを活かし、情報共有、情報伝達、
統括との連携等についてスタッフに伝えていきたい
と思います。

熊本豪雨災害により被災された皆様、そのご家族
の方に心よりお見舞い申し上げます。

　７月４日からの球磨川流域を中心とした豪雨災
害に際し、５日、当院 DMAT は医師、看護師、業
務調整員各１名の構成で、八代市内の対策本部で
ある熊本労災病院に向かいました。
　同日のミッションは２施設の支援です。はじめに、
事前情報で「要支援」となっていたくまもと芦北療
育医療センターでのモニタリングを行いました。情
報聴取のポイントは診療継続可能か、避難が必要か、
問題点を明確にすることです。通行止めが多く現場
到着に時間を要しましたが、ご多忙な中、院長先生
含め施設管理部門の方々に詳細を伺い、対策本部に 

報告しました。現地では職員が午後より登院できる
との事でマンパワーは必要なかったため、調査後情
報の代行入力報告を行ない、一旦対策本部に帰院。
次の指令は、避難所でのアセスメントでした。避難
所である体育館には 120 名ほどが避難され、地元医
師会の医師がボランティアで避難者の医療ニーズを
拾い上げておられましたが、高齢者が多い避難者の
夜間医療対応をしてほしいという要望が現場医師か
ら挙がったため、対策本部が行政に交渉し、夜間の
医療相談所を私達 DMAT が設置、対応にあたりま
した。翌６日午前中には八代保健所へ申し送りを行
い、対策本部へ戻ったのち DMAT としての任を解
かれ、帰路に着きました。
　自然災害への対応では想定外の事態に臨機応変
に対応することが求められると毎回痛感させられ
ます。今後も災害の際に迅速かつ的確な対応がで
きるよう、自己研鑽に努めていきたいと思います。

現地災害対策本部：熊本労災病院（筆者ミーティング指令風景） 支援先　道中 支援先　道中
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当院は、昭和 21 年に社会保険浦之崎病院として
開設され、当時は佐賀県西部で有数の病院でありま
したが、炭鉱の閉山により人口が減少し、JCHO 発
足時は病床稼働率が約 50％となりました。平成 27
年に建物の老朽化により建て替えが急務となり、現
地建替では採算が見込めないとして、平成 30 年に
松浦市への移転が決定しました。これは全国でも類
を見ない県境を越えた移転となり、当時の新聞でも
大きく取り上げられたところです。

新病院の建設地は伊万里松浦病院から車で 15 分
の距離に位置し、令和元年７月に着工。途中新型
コロナウイルス感染症の影響で約半月ほど工事がス
トップしましたが、令和２年９月 30 日に無事竣工
を迎えました。

病院の引越しについては、医療機器や什器はほ
ぼ既存の物を移設することとしておりましたので、
止む無く10 月の最終週を休診とし、大掛かりな引っ
越しとなりました。また、旧病院の中庭には「佐用
姫祠」がありましたが、病院移転に伴い、鳥居を含
む佐用姫祠が病院裏の佐用姫神社の一角に移設さ
れることとなりました。

患者さんの移送については、秋晴れのもと、消防
署や JCHO 諫早総合病院の救急車、JCHO 佐賀中
部病院附属介護老人保健施設の送迎者とスタッフの
応援をうけ、スケジュールどおりに患者さんを無事

に新病院へ搬送することができました。
令和２年 11 月１日「JCHO 松浦中央病院」開院、

迎えた２日より外来診療をスタートしました。公的
な医療機関として、松浦市の地域医療の拠点、市
民の安全・安心、健康の維持・向上において重要
な役割を果たす医療機関となります。病床数は 67
床（一般病床 47 床、地域包括ケア病床 20 床）、診
療科に人工透析内科を加え、人工透析を 14 床、透
析患者の送迎や夜間透析も開始しました。設備では
MRI を令和３年２月を目途に導入を計画していま
す。移転に伴い電子カルテも導入しました。10 月
より基礎からトレーニングを行い、短期間での運用
開始となりました。

また、旧病院は「JCHO 松浦中央病院附属診療所」
としてサテライト診療所を開設しました。診療は週
に２回行っています。なお、サテライト診療所と新
病院とを結ぶ巡回バスを、月曜～金曜の１日５便運
行しています。

佐賀県から長崎県へ新築移転しましたが、以前
と同様地域医療への貢献に取り組み、救急患者の
受け入れや、健診事業の充実など、今後もより一層
努めて参ります。

最後に、新築移転に際し、北松浦医師会・松浦
市行政・JCHO 本部地区・当院の職員の皆様にご協
力、ご指導いただき本当にありがとうございました。

TOPICS 新築移転

JCHO 松浦中央病院　総務企画課　総務係長　木須 磨貴子

T OPICS

患者搬送 JCHO 松浦中央病院附属診療所 マイクロバス

新病院全景 移設後の「佐用姫祠」
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「じぇいこー糖尿病一座」海を渡る

2019年８月３日（土）大阪みなと中央病院「第
２回新病院セミナー」で、じぇいこー糖尿病一座
が公演をさせていただきました。一座が初めて海
を渡った記念すべき公演です。
院内健康教室の一環として2010年から始まっ

た一座活動は、県内では近隣の S病院（糖尿病週
間行事で毎年）、松山市の２病院（３回）、新居浜
市（糖尿病イベント２回）そして、高知県でも２
回行いました。院外公演のきっかけは当院で勤務
されたことのある医師や一座スタッフの知り合い
を通じてで、高知公演の一つは、当院から JCHO
高知西病院に転勤された、当時の看護部長からの
お声掛けでした。高知公演により私たちは今後さ
らに、県外で公演ができないものかと思いました
が、私たちだけではどうにもなりません。JCHO
高知西病院の経験を踏まえ、私たちの活動を知っ
ている当院から転勤した職員にお願いをして、県
外活動をしたいと考えました。そこで、海外公
演（海を渡って本州に行く）のチャンスを掴むべ
く、JCHO大阪みなと中央病院に転勤された当時
の看護部長から、院長先生をはじめ関係スタッフ
にお願いをしてもらいました。
公演をご了承いただいたのちは言うまでもあり

ません、練習に熱が入りました。全体のストーリー
を考え、生活習慣病予防啓発劇だけではなく、今
回は「災害」をテーマに2018年に起こった「西
日本豪雨災害」の様子をスライドにまとめナレー
ションをつけました。そのあと手話で「上を向い
て歩こう」「明日があるさ」の曲に合わせ、宇和
島の復興の様子と思いを伝えることにしました。
阪神淡路大震災を経験され復興されている関西の
方々に、前向きな復興途中の宇和島を少しでもお
伝え出来たのではないかと思います。JCHO大阪
みなと中央病院の患者さん、職員の皆さんには、
私たちの拙い活動を温かく受け入れていただき、
大変ありがたく感謝しております。
2019年 11月頃から話を進めていた JCHO京
都鞍馬口医療センターの公演も、当院から転勤さ

れた当時の健康管理センター管理課長補佐にご協
力を頂きました。「宇和島」をテーマに宇和島を
知ってもらおうと進めていましたが、2020年３
月に決まっていた公演は、コロナ禍によって直前
に中止を余儀なくされました。
チーム活動を継続するにはいろいろな問題があ

ります。スタッフの意識の継続、練習日の確保や
公演参加による業務変更のお願い、またボラン
ティアでの活動財源の確保などがあげられます
が、当院職員の協力のおかげで、活動を継続する
ことができています。今回、私たちは JCHO職
員の広域異動により、活動範囲を広げることがで
き、他病院と少しでも情報共有ができたと思いま
す。このような活動を通し、スタッフ同士また他
病院職員とひいては患者さんとの絆がより深まれ
ばいいなと感じました。
最後になりましたが、私たちの活動に対し、ご

指導・ご支援いただいている諸先生方に、この紙
面をお借りして御礼を申し上げます。

JCHO 宇和島病院　糖尿病チーム責任者　副栄養管理室長　久保田 紀江

大阪みなと中央病院「第 2 回新病院セミナー」にて（2019 年 8 月）

参加者とともに手話「上を向いて歩こう」

参加者とともに手話「明日があるさ」
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北海道東北

関東

東海北陸

近畿四国

九　州

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

松浦中央病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL https://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258

地域医療機能推進機構
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地区事務所
本部北海道東北地区管理部
関 東 地 区 事 務 所
東 海 北 陸 地 区 事 務 所
近 畿 四 国 地 区 事 務 所
九 州 地 区 事 務 所

〒108-8583
〒108-0074
〒457-0866
〒553-0003
〒866-0862

東京都港区高輪3-22-12 2F
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
熊本県八代市松江城町2-26 熊本総合病院健康管理センター棟4F

URL
https://www.jcho.go.jp/


